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　私は栃木県の宇都宮大学で
電気電子工学の基礎を学んだ
後、当時では珍しくレーザを
用いた医療診断や治療の先駆

的な研究が行われていた工学研究科の宮城光信先生
（現 名誉教授）の門を叩きました。そこで新しい医療
用光ファイバの研究にのめり込み、平成17年に学位
をいただきました。
　研究者としての最初の仕事は埼玉県和光市の理化学
研究所でスタートしました。その後ご縁がありキャノ
ン㈱で勤めた後、平成20年から約10年間、工学研究
科の通信工学専攻および技術社会システム専攻で教職
を勤めました。その間、松浦祐司先生（現 医工学研
究科教授）の研究室で、医療応用を目指した新しい光
学技術を学生らとともに探索しました。
　昨年４月に富山大学に教授として採用され、研究室
を運営する立場となりました。ゼロから研究室を立ち
上げるのはとても刺激的なことですが、その中で痛感
したのは「ガラクタ」の価値でした。松浦先生のご配

慮でレーザや分光器といった主要な実験装置は十分に
持たせていただきました。そこに購入した部品を組み
合わせて配属された学生の研究テーマは順調に動き始
めたのですが、いちいち物がないのです。ちょっとだ
けグリスを塗りたいだとか、硬いネジを回したいだと
か、理論式が掲載されている古い論文が見たいだとか、
そういう細々としたものです。特に、思いついたアイ
ディアを試したい時が一番困ります。ちょっとやって
みたいだけなのに、電源から購入するのも迷うのです。
松浦研究室のあそこの棚のガラクタの中にあるのにと
何度も思いました。
　学生の頃から不自由のない環境にいましたので、意
識してこなかったのですが、研究室というのはアイ
ディアをすぐに具現化できるように準備が整っている
場所なのだということに今更ながら気付いた訳です。
経験を積んだスタッフも、十分な研究費もその準備の
一つなのでしょう。
　現在、私たちの研究室ではイメージセンサやレンズ
系に頼らず、照明の構造化や位置情報の符号化による
画像再構成によりスループット、分解能、深さなどの
光学イメージングの限界を突破する技術の提案を目指
しています。今年からスタッフも加わり、綺麗だった
棚の上にはガラクタが増えてきました。まだまだ非力
ではありますが、準備は整いつつあります。

片 桐 崇 史
富山大学学術研究部工学系
平成17年電気・通信工学専攻博
士了

　平成17年に工学研究科電
気通信工学専攻修士課程を修
了した小澤洋司と申します。
在学中は、阿曽研究室に在籍

しニューラルネットワークの並列処理に関する研究に
取り組みました。本業の傍で研究室の計算機クラスタ
の構築、管理にも携わらせていただきました。その十
数年後、業務にてデータセンターの多数のサーバや
ネットワーク機器の管理をする機会があり、研究室の

ことを懐かしく思い出しました。また、修士になって
も学友会ボート部に打ち込んでいた私でしたが、阿曽
先生をはじめとする先生方には温かい目で見ていただ
いた一方で、研究については、しっかりと指導いただ
き研究会での発表や最終的に論文化できました。部活
も研究活動もやりきることができたことは、今でもと
ても感謝しています。 
　卒業後は、日立製作所に入社し中央研究所ネット
ワークシステム研究部に配属されました。企業内ネッ
トワーク、キャリアネットワーク、そしてデータセン
ターネットワークの管理技術の研究開発や製品開発を
行ってきました。その後、ネットワーク管理技術から、
クラウド管理、最近ではブロックチェーンの研究開発
に従事しています。特にブロックチェーンはインター

小 澤 洋 司
（株）日立製作所
平成17年 工学研究科電気通信
工学専攻　修士了

しつつ新たな科学技術の地平を拓くべく、研究と教育
に邁進していく所存です。今後とも電気・情報系同窓
会の諸先輩方の温かいご指導ご支援を賜りますよう、

よろしくお願い申し上げます。
（http://www.otsuji.riec.tohoku.ac.jp/）
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　博士課程を修了後、国立研
究開発法人情報通信研究機構
（旧・独立行政法人情報通信
研究機構）にて５年間の任期

付き研究員を務め、その後長崎大学工学部の助教に採
用され、現在は情報データ科学部の助教をしておりま
す。
　在学中は、電気通信研究所の先端音響情報システム
研究室（当時は鈴木陽一研究室）に所属し、音響信号
への情報ハイディングの研究に従事しました。３年次
後期に研究室配属でしたが、実は１年次の創造工学研
修という科目で約半年間、同研究室（当時は曽根敏夫
研究室）に通い、DSPボードのアセンブラと格闘し
ておりました。通う過程で研究の一端にも触れ、同研
究室配属の意志を強く持ったのを記憶しております。
いざ配属の際に定員１人の枠にじゃんけんで勝ち残っ
たのはとても嬉しい思い出です。
　研究室在籍時に取り組んだ音響情報ハイディングの
研究は、通信に関わる信号処理、追加した波形変形に
対する聴覚特性、そして情報セキュリティの各々の分
野に通じることが求められます。研究室で取り組みは
じめた当初は、音響情報ハイディングは創成期で、世
界的にみても先駆けたテーマでした。研究室で培われ
てきた信号処理技術・主幹評価法などの音響工学・聴
覚に関する知識はもとより、新たに静谷研究室との議
論の中で情報セキュリティの知識を学ぶ機会に恵まれ、
博士課程修了後には若輩ながらも本分野の先駆者とし
て音響情報ハイディングに関する研究会創立や専門書
の共同執筆などに関わる機会を与えられました。現在

の私にとってかけがえのない財産となっております。
この場を借りまして改めて深く御礼申し上げます。
　さて、現在私は長崎大学に昨年度に新設された情報
データ科学部に所属しております。本学部はデータサ
イエンス・AIに通じる学生を育成することを大きな
主眼に置いています。ややもすればこの分野は人間を
離れ、計算機によるオブジェクト理解、データ解析に
終始するきらいがあるかと思われますが、扱うデータ
にひそむ物理現象や人間知覚特性を意識することが肝
要です。このような研究開発に対する意識を学生たち
に伝えていきたいと考えています。
　また研究に関して、在学時より一貫して取り組んで
きた音響情報データハイディングを主軸に、現在は音
響の「なりすまし」の検出、さらには音響信号以外の
マルチメディア信号のパターン認識・機械学習などに
も手を広げ始めております。研究活動の中で、鈴木陽
一先生はじめ、現在先端音響情報システム研究室を主
宰する坂本修一先生、在学時に研究生活をともにした
同窓生・先輩とお会いする機会が多々あり、談笑のか
たわらで多いに刺激を受け、日々の研究の糧となって
おります。
　最後になりますが、同窓会の皆様方のますますのご
健勝とご活躍を心よりご祈念申し上げます。

薗 田 光太郎
長崎大学
平成17年 情報科学研究科 シス
テム情報科学専攻 博士了

ネット以来の世界を大きく変える技術と言われており、
その社会実装に微力ながら貢献できることは、とても
やりがいがあります。これまでずっと研究所に在籍し
ており、時代の最先端の技術を常に追い求め、技術開
発できる仕事に、苦労しながらも前向きに取り組んで
います。
　今年は新型コロナウイルス感染拡大防止のため、基
本的に在宅勤務となり、働き方が大きく変わりました。
在宅勤務の期間も半年を超え、だいぶこなれてきた感
触があります。今後はさらにチームとして研究を進め、
成果を出すために、まだまだ試行錯誤しながらですが、
オンラインならではのメリットを活かして、これまで
以上の成果を達成できるようにとチャレンジしていま

す。一方、リクルータの活動もオンラインとなってし
まい、これまでは年に何度かは仙台に行っていたので
すが、それがなくなり寂しくもあります。また、今年度、
電気系同窓会東京支部幹事補佐を務めさせていただい
ていますが、同窓会のイベントも中止やオンラインと
なり、先輩方や先生と交流する機会が縮小してしまっ
たことは残念です。同窓会についても、ニューノーマ
ルのメリットを活かしつつ、より発展することを期待
しています。
　最後に、阿曽先生をはじめ在学中にご指導くださっ
た諸先生方、諸先輩方に改めて深く感謝申し上げると
ともに、同窓生の皆様の益々のご健勝、ご活躍を心よ
りお祈り申し上げます。
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　電気・情報系『未来戦略懇談会』では、同窓会の皆
様をはじめとする会員企業の協力のもと、「未来戦略
の共有」、「人材育成支援」、そして「学生の進路指導
支援」に重きを置き、様々な取り組みを行っています。
2008年10月の発足から順調に活動を続け、会員企業
も100社以上となりました（2020年10月末現在）。
　未来戦略懇談会では、「研究開発実践論」と「企業
フォーラム」を活動の２つの柱としています。「研究
開発実践論」は企業における研究開発の実際や大学に
おける研究との違い等について学生が理解を深めるこ
とを目的とした、電気・情報系の修士課程の学生を対
象とした正規の授業科目で、10月から１月に開講し
ています。毎回会員企業から講師を招き、自社の研究
開発の実践について講義いただいています。企業にお
ける研究開発活動の実務の中心となって活躍してお
られる方に主として講師を依頼しており、本年度は
ケーヒン、東日本旅客鉄道、日立製作所、日本電信電
話、東芝、ソニー、東北電力、トヨタ自動車、KDDI、

NHKなどといった幅広い業種やテーマで講義をお願
いしております。電気エネルギーシステム専攻、通信
工学専攻、電子工学専攻を中心に修士90名ほどが履
修しており、履修登録していない学生についても関心
のある企業については聴講を勧めています。
　もう１つの活動の柱である「企業フォーラム」は、
会員企業全社にお集まりいただき、企業における研究
開発の状況や企業における研究者・技術者のありよう
等について電気・情報系の学生に各社の研究者・技術
者から直接情報提供していただき、キャリア教育の観
点から企業と学生の交流を深めていただくイベントで
す。今年度は完全オンライン形式での開催を予定して
います。2020年12月５日（土）に開催の予定です。
　さらに2018年度よりスタートした「東北大学人工
知能エレクトロニクス卓越大学院プログラム」とも連
携し、会員企業の協力のもと人材育成支援に向けて事
業を展開してゆきます。

“電気・情報未来戦略 －21世紀を拓く情報エレクトロニクス－”懇談会
（略称：未来戦略懇談会）の活動報告

未来戦略懇談会運営委員長　松　浦　祐　司　

研究開発実践論の講義風景 企業フォーラム（2019年12月開催）の様子

ご受章を心よりお喜び申し上げます

瑞宝中綬章　水　野　皓　司  先生
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小　池　康　夫　電昭28.（新）　逝去（H26.2）
山　田　亮　一　電昭31　　　 逝去（R1.8.4）
金田一　要　三　子昭46　　　 逝去（R1.12.17）
御子柴　宣　夫　旧教官　　　  逝去（R2.1.12）
早　川　吉　弘　子昭63　　　 逝去（R2.1.11）
百　瀬　　　丘　通昭40　　　 逝去（R2.2.8）
大　内　隆　夫　電昭28.（新）　逝去（R2.3.9）
田　村　潤　一　電昭27　　　 逝去
佐分利　邦　男　通昭22.9　    逝去（R1.6.5）
鈴　木　弘　也　電昭28.（旧）　逝去
石　川　恭　久　通昭29　　　 逝去（R2.1.16）
内　田　昭　典　電昭28.（旧）　逝去（R1.12.31）
山　中　健　二　通昭27　　　 逝去（R1.9.28）
三　石　昭　治　通昭26　　　 逝去（R1.5.4）
鶴　田　伸　三　通昭31　　　 逝去（R1.10.20）
大　高　洋　一　電通修昭49　 逝去（H30.5.26）
斎　藤　賢　一　子昭55　　　 逝去（R2.4.23）
大　窪　　　宏　電昭29.（新）　逝去（R1.7.15）
大　澤　夏　樹　通昭50　　　 逝去（R2.4.2）
那　須　傅　夫　電昭24　　　 逝去（R2.2.5）
柴　田　清　栄　通昭33　　　 逝去（R1.11.2）
堀　川　貫　治　通昭32　　　 逝去（R1.9.16）
遠　藤　二　郎　通昭28.（旧）　逝去（H30.12.20）
鈴　木　虎　雄　通昭28.（旧）　逝去（R1.7.22）
安　掛　孝　信　電昭41　　　 逝去（R2.4.8）
軍　司　礼　三　電昭35　　　 逝去（R1.9.25）
小鍛冶　徳　雄　子昭40　　　 逝去（H31.4）
天　野　直　己　通昭44　　　 逝去（H30.11.7）
杉　浦　　　行　旧教官　　　  逝去（R2.5.6）
福　士　　　昭　電昭28.（新）　逝去（R2.1.4）
志　田　純　一　電昭26　　　 逝去（R2.4.30）
春　山　　　巌　通昭20.9　　  逝去（R2.3.9）
池　田　久　雄　電昭19.9　　  逝去（R2.4.16）

安　部　策　夫　通昭32　　　 逝去（R1.12.25）
鳥　崎　孝　雄　電昭34　　　 逝去（R2.4）
飛　田　　　弘　電昭39　　　 逝去（R1.12.11）
畠　山　　　周　情総平30　　 逝去（H30.8）
真　崎　昭　雄　電通修昭37　 逝去（H31.2.9）
吉　田　光　男　電昭40　　　 逝去（R1.11.10）
中　村　　　顕　通昭27　　　 逝去（H30.2.20）
富　山　能　省　子昭37　　　 逝去（R2.5.31）
滝　島　恒　夫　電昭38　　　 逝去（R2.4.30）
佐々木　玲　一　通昭28.（新）　逝去（R2.4.28）
池　田　義　載　電昭30　　　 逝去（R2.1.24）
鈴　木　一八夫　電昭50　　　 逝去（H31.3.15）
板　崎　泰　生　通昭29　　　 逝去（R1.7.25）
原　　　敏　人　通昭37　　　 逝去（R1.6.17）
鈴　木　知　二　電昭36　　　 逝去（R1.7.22）
菅　野　和　平　通昭26　　　 逝去（R1.6.10）
飯　野　祐之助　通昭33　　　 逝去（R2.8.2）
島　田　　　寛　電昭39　　　 逝去（R2.8.21）
虫　明　康　人　通昭19.9　　  逝去（R2.10.6）
別　所　正　治　通昭39　　　 逝去（R2.6.14）
小　形　清　吉　電昭44　　　 逝去（R2.7.18）
大　内　清　吾　電昭22.9　     逝去（R2.9.9）
伊　東　紀　夫　通昭38　　　 逝去（R2.5）
佐　野　晧　良　通昭28.（新）　逝去（R1.10.21）
郡　山　　　進　通昭21.9　     逝去（R2.7.26）
水　上　勝　博　電昭34　　　 逝去（R1.9.28）
勝　野　武　治　電昭38　　　 逝去（H31.5）
長谷川　紀　夫　電昭39　　　 逝去（R2.3）
滝　本　　　昇　通昭28.（旧）　逝去（R2.7.5）
原　　　節　雄　電昭33　　　 逝去（R2.9.12）
阿　部　哲　也　通昭35　　　 逝去（R2.11.11）
橋　本　訓　治　通昭62　　　 逝去（R2.7.6）
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　電気・情報系『未来戦略懇談会』では、同窓会の皆
様をはじめとする会員企業の協力のもと、「未来戦略
の共有」、「人材育成支援」、そして「学生の進路指導
支援」に重きを置き、様々な取り組みを行っています。
2008年10月の発足から順調に活動を続け、会員企業
も100社以上となりました（2020年10月末現在）。
　未来戦略懇談会では、「研究開発実践論」と「企業
フォーラム」を活動の２つの柱としています。「研究
開発実践論」は企業における研究開発の実際や大学に
おける研究との違い等について学生が理解を深めるこ
とを目的とした、電気・情報系の修士課程の学生を対
象とした正規の授業科目で、10月から１月に開講し
ています。毎回会員企業から講師を招き、自社の研究
開発の実践について講義いただいています。企業にお
ける研究開発活動の実務の中心となって活躍してお
られる方に主として講師を依頼しており、本年度は
ケーヒン、東日本旅客鉄道、日立製作所、日本電信電
話、東芝、ソニー、東北電力、トヨタ自動車、KDDI、

NHKなどといった幅広い業種やテーマで講義をお願
いしております。電気エネルギーシステム専攻、通信
工学専攻、電子工学専攻を中心に修士90名ほどが履
修しており、履修登録していない学生についても関心
のある企業については聴講を勧めています。
　もう１つの活動の柱である「企業フォーラム」は、
会員企業全社にお集まりいただき、企業における研究
開発の状況や企業における研究者・技術者のありよう
等について電気・情報系の学生に各社の研究者・技術
者から直接情報提供していただき、キャリア教育の観
点から企業と学生の交流を深めていただくイベントで
す。今年度は完全オンライン形式での開催を予定して
います。2020年12月５日（土）に開催の予定です。
　さらに2018年度よりスタートした「東北大学人工
知能エレクトロニクス卓越大学院プログラム」とも連
携し、会員企業の協力のもと人材育成支援に向けて事
業を展開してゆきます。

“電気・情報未来戦略 －21世紀を拓く情報エレクトロニクス－”懇談会
（略称：未来戦略懇談会）の活動報告

未来戦略懇談会運営委員長　松　浦　祐　司　

研究開発実践論の講義風景 企業フォーラム（2019年12月開催）の様子

ご受章を心よりお喜び申し上げます

瑞宝中綬章　水　野　皓　司  先生
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　新型コロナウイルスの影響で今年は同窓会総会をはじめ電気・情報系の多くのイベ
ントが中止またはオンラインでの開催でした。新年度が始まった４月には学生の姿が
消え、教職員の多くが在宅勤務となり、廃墟のようなキャンパスとなりました。し
かし、コロナ新時代に多くのことを手探りで進めながらも、教職員・学生一丸となって、
伝統を守り、新しいことに挑戦しております。本同窓会便りをご覧いただいた皆様
には、昨年までと変わらぬ電気・情報系の活気を感じていただけたものと確信してい
ます。本同窓会便りも第51号を数え、新たな50年が始まりました。お忙しい中ご執
筆いただいた皆様に心より感謝を申し上げるとともに、今後とも同窓生の皆様のご指
導・ご鞭撻をどうぞよろしくお願い申し上げます。

（編集委員長  大町 真一郎）
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委 員 長　大　町　真一郎 ＊　　　　（情昭63）
副委員長　篠　原　　　歩 ＊＊　　　（現教員）
委　　員　山　田　博　仁 ＊　　　　（子昭62）
　　　　　吉　信　達　夫 ＊＊＊　　（現教員）
　　　　　石　山　和　志 ＊＊＊＊　（電昭61）
　　　　　植　松　　　裕 ＊＊＊＊＊（子平８）
　　　　　宮　本　浩一郎 ＊　　　　（子平14）
　　　　　高　橋　和　貴 ＊　　　　（子平14）
　　　　　亀　田　　　卓 ＊＊＊＊　（子平８）
　　　　　石　鍋　隆　宏 ＊　　　　（子平７）
　　　　　夏　井　雅　典 ＊＊＊＊　（情平11）

＊……………東北大学 工学研究科
＊＊…………東北大学 情報科学研究科
＊＊＊………東北大学 医工学研究科
＊＊＊＊……東北大学 電気通信研究所
＊＊＊＊＊…（株）日立製作所
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小野寺　正

　新型コロナウイルスの感染拡大で、本年の同窓会総会は残念
ですが中止の止むなきに至りました。総会に代わり会員の皆様
にはハガキにて議案にご賛成いただきありがとうございます。
　外出自粛に伴い、多くの会社で在宅勤務が行われ、学校では
リモート授業が行われるなど、会員の皆さんが築いてこられた
技術基盤が活用されたことに誇りを感じています。一方で、マ
イナンバー制度がこのような事態で十分活用されなかったこと
から、菅首相がデジタル庁の新設で行政のICT化を強力に推し

進めることを宣言する事態も生じています。この点について、私なりの見解を記します。
　マイナンバー制度の運用は2016年１月１日から開始されています。運用開始から４年以
上を経過しているにも関わらず、なぜ特別定額給付金で有効に活用できなかったのでしょ
うか？うがった見方かもしれませんが、システム構築にかかわった企業の技術者はこのよ
うな事態になることを想定していたのではないかと思っています。この問題の裏には過去
に我が国の製造業の強みと言われた慣行があると思っています。
　製造業では発注者が細かい条件を提示しそれに対応できる者だけが受注できました。製
造業では発注者も受注者も技術者同士が必要性を十分理解しあったうえで困難な要求をこ
なしてきました。これが我が国製造業の強みでもあったと思います。ところがシステム構
築では発注者がシステム構築を理解した技術者であることはほとんど皆無であり、今まで
の仕事のやり方や組織を前提に要求することが大部分だと思います。その場合、受注者は
発注者の無理難題にも答えようとするあまり複雑で高価なシステムになってしまいがちで
す。言い方を変えると受注するためには仕方がないと思ってしまいます。
　DXという言葉がバズワードのように言われていますが、Digital Transformationは本来
Transformation by Digitalと言うべきなのかもしれません。10月20日の日本経済新聞に
興味深い記事がありました。我が国を代表するシステムベンダーである富士通、日本電気
が社内のDX化に本格的に取り組み始めたとありました。両社とも基幹システムとして
SAPのS/4HANAを使用するとあります。富士通のDX責任者は、富士通本体にグローバ
ル標準システムを導入し、拠点ごとのカスタマイズは原則認めない、と言っています。す
なわちグローバル標準システムに仕事のやり方や組織を合わせていくことを意味している
と思っています。
　行政のICT化では、システムを十分理解した技術者が、最も効率的なシステムを構築し、
それに合わせて行政側が仕事のやり方、組織を変えられるかが課題であると思っています。
特にマイナンバーシステムに接続される地方自治体は、かたくなに今の仕事のやり方、組
織に合わせるように要求するのではないかと危惧しています。そしてシステム技術者がそ
のような地方自治体を説得できるか心配しています。
　行政のDX化により、人口減少化にも対応できる効率的なシステム構築をする必要性は
理解されていると思いますが、どのように実現するべきなのか官民が真剣に考えなければ
ならないと思っています。
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